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居場所のなかで子どもも親も育ち合っています

お知らせ

◆年末年始は12/26で終了。12/27(金)～1/5(日)お休みをいただきます。2020年のスタートは1/6(月)です。

1/7(火)は「お弁当」持参の日です。無病息災を願って『七草粥』を炊き一緒にいただきましょう。

◆冬のこよみ 12/22 冬至(夜の一番長い日)・12/25 クリスマス・12/31 大晦日

1/1 元日・1/6 小寒・1/7 七草がゆ・1/20 大寒・2/3 節分・2/4頃 立春

◆この冬は暖冬の予報ですが、インフルエンザの予防接種はお済ですか。

免疫アップのために冬野菜（白菜・ごぼう・カリフラワー・ブロッコリー・ネギ・春菊など）

たくさん食べて、体を温め風邪から身体を守りましょう。

◆年末年始お出かけする機会も多くなることと思います。お怪我のないよう願っています。

くる年も皆様にとりまして、幸せな年でありますよう祈願してきます。

ルームは、「頑張らなくていい子育て・みんなで支えあう子育て」をモットーに、異年齢の子どもが遊びや生活を通して、たくさんの

経験を積み重ねています。ある日のこと、温かな天気に恵まれ散歩に行きました。いつもより少し足を延ばし、大型の滑り台を楽しみ

ました。そこで見た光景は、誰が誰のママなのか、誰と誰が兄弟姉妹なのかわからないくらい、安心して手をつなぎ歩く姿でした。

やがて来る集団生活を始める前に、お友だちと関わり年齢なりにお互いを意識し、いろんな大人と過ごす中で、人間関係の基礎となる

「安心感」が、確か笑顔に見ることができました。日頃から遊んで一緒に食事をして、楽しく笑ったり・トラブルで泣いたり、自分の

弟や妹のように赤ちゃんのお世話をして、子どもが子どもを「かわいい」と触れ合うなど、幸せな時間を子どもは大人に与えてくれま

す。ママたちも我が子だけでなく、いろんな子どもと接しながら、自然と助け合うことが出来るようになり、ルーム＝居場所の継続を

支える力になっています。寒くても子どもは風の子、今日も明日も散歩に出かけることでしょう。 代表・伊東二美江

…かわいいは子どものための言葉…

遊びや生活の中での会話のやり取りを楽しもう

好奇心の旺盛な子ども、日常の生活の中で楽しい会話のやり取りを大人が意識して、想像力の翼をひろげて、特に3～4歳の好奇心を育

てましょう。多くの子どもは、「なんでお空は青いの？」「葉っぱは緑なの」等と、大人に質問責めにする姿を見ます。こんな時どう

しますか。「〇〇ちゃんはどうしてだと思う？」と、まず逆質問をします。子どもはユニークな答えを返してきます。その答えを受け

止め、更にユニークな言葉で返します。「なんでお空は青いの？」のやり取りは「〇〇ちゃんはどう思う？」「お友だちが青い色で

塗ったからだよ。」「それもいいね。お空は広いから、たくさん塗れて楽しかっただろうね」…。

子どもは正しい言葉を求めているのではなく、楽しい夢が広がるような言葉のやり取りを求め「好奇心」を刺激し、この時期にしか経

験できない「言葉のやり取り」を大いに楽しんでいます。子どもに聞かれた時は、しっかり受け止め、子どもに自分の考えを言えるよ

う促し、言葉のやり取りを重ねることで、コミュニケーション能力が育ちます。

「３歳半で思いやりが生まれる」おせっかいは、相手を思いやる心なしには生まれません。この年齢の女児は、ほとんどがおせっかい

です。男児に比べ女児は親しい大人には、ことにおせっかいです。四歳半で親しいものを思いやる心が育ち、五歳になる前に、子ども

は親を気遣う心を持つようになり、どんどん心が育ち社会に出る準備を整います。そして、大好きな「ごっこ遊び」のなかで、先生や

お母さんの役をこなすまでになり、どんどん夢が広がり、大人が驚くほど、言葉が巧みになります。おたのしみ♪お楽しみ♪♪

身近なところのモミジやカエデが紅葉しています。秋から晩秋の11月は、20度超えが９日。平年より1.7度高く、木枯らし1号が２年連

続で吹かない事も史上初だそうです。台風も６個発生し、最多記録となりました。

さて、年の瀬を迎えて、いよいよ冬支度。12月は、大事なものを落とす月ともいわれています。これも厄払いと思えば救われますね。

そしてインフルエンザが流行の兆しです。暮れの気ぜわしい季節、少し心にゆとりを持ちたいものです。冬の寒さに体がこわばり、何

かと目線が低くなりがちですが、天頂の青空は、グンと突き抜けています。この一年元気で怪我・事故なく過ごせたのも、利用者の

方々のご理解とご協力のお陰であります。来る🐭年も元気に健やかに過ごされますよう願っています。


